






な基礎技術の向上であると考えてい
て，モーターやブレーキなど今ある製
品の性能を高めていくことで高速化，
効率化を行っています．
　メカ：建物の高層化が進むにつれて
どのようなことが難しくなりますか？
　Ａ：いろいろありますが，とくに難
しいことはロープの制御です．建物が
高くなれば当然エレベーターを吊る
ロープも長くなり，それ自身だけでも
かなりの重さになります．それを支え
るための強度だけではなく，安定して
動かしたり静止させたりする装置を設
計し，安全率も確保しなければなりま
せん．
　メカ：さらに高速化するためにはど
のような技術が必要ですか？
　Ａ：まず，より大容量のモーターの
開発が必要となります．それに伴いそ
の制御装置も大型化するので，それら
を安全に動かすレールや振動抑制装置
などが必要になります．また，垂直に
上昇するので人体への影響を考慮した
り，カゴの周りの空気の流れを解析し
て形状を設計したりすることも考えな
ければならないのです．
　メカ：今までに自分たちが想定して
いなかったような出来事はあります
か？
　Ａ：ちょっと驚いたのはアクティブ
ローラガイド装置を開発していたと
き，ガイドレールの精度を測定してい
て，建物に人やテナントさんが入った
ことでレールが曲がって，変わったこ
とがありました．ビルが曲がるという
のは初めての経験でしたね．ほかにも
高層ビルの風によるちょっとした揺れ
や地震の余波などで高層ビルのエレ
ベーターが停止した例もあって，ふだ
ん人が感じないようなことが巨大なビ
ルに影響を及ぼしたことには驚きまし
た．
　メカ：さまざまな形状のエレベー
ターがありますが，それらはすべて
SOLAÉ で試験を行うことができるの
ですか？
　Ａ：本当に特殊なものはこの試験塔
ではなくて，工場の中で一度カゴを組
んで状態をチェックします．すべての
エレベーターを試験するわけではな
く，標準型というものがあって，最初
の開発のときにしっかりと試験を行っ
て確認を行います．生産が安定した後
は検査をして出荷する場合が多いです．

　メカ：実際の開発はどのようなプロ
セスで行われているのでしょうか？
　Ａ：大きさにもよりますが，最初に
お客様からの要求を営業が受け，「こ
のような製品が欲しい」という提案が
技術者の方に上がってきます．それを
受けてわれわれがどのような技術を
使って実現させるか，という方針を決
めてそれに向かって設計・開発を進
め，試験塔などで評価・確認をして，
それが済んだら生産の準備をして出荷
する，というような流れです．途中，
技術としての観点から「このような製
品がおもしろいのではないか」という
提案を営業の人に持ちかけて相談しな
がら進めていきます．

6 おわりに

　今回の SOLAÉ やショールームで
見学させていただいたものは正直すべ
てが興味深いものであった．取材終了
後には，通り道である名古屋駅近くの
ミッドランドスクエアで三菱電機製の
ダブルデッキエレベーターに乗ること
ができた．このエレベーターはなんと
2 階建てになっていて，初めて見るも
のでありとても驚いた．その技術にも
驚いたが，効率化にとことんこだわっ
た技術者の方々の心意気が見て取れる
ようであり，非常に興味深かった．こ

のような製品も含めて今回の訪問で見
たものはすべて三菱電機の方々が長い
間常にお客様のニーズに応え続けてき
たことの証

あかし

であると私は思った．また，
安全を最優先させることはもちろんの
こと，そのうえでさまざまなお客様の
要求に応えた製品を開発するという姿
勢は，技術者を志望する学生として見
習うべきものであった．
　最後になったが，開発部長の林美克
氏，技師長の岡本健一氏，総務課の山
林準一氏には，貴重な時間を割

さ

いてい
ただき，技術や製品について学生にも
わかりやすく丁寧な説明をしていただ
いた（残念ながら紙面の都合上エレ
ベーターに関連する話題のみ掲載し
た）．この場を借りて深く感謝する（図
8）．

（文責　メカライフ学生編修委員　益
子雄太郎，秋元健太郎，居合　徹，兼
平さゆり，田中　文，塚田　匡）

図 8　三菱電機稲沢製作所の方々とメカライフ学生編修委員
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